がん検診精密検査受診率について
１．これまでの経過

（１）「がん検診の事業評価」の課題として、がん検診精度管理の向上を図るため、精密検査受診率（精検受診率）が許容値を下回る市町村への通知文書の発出について下記のとおり承認を得た。
　
精検受診率（２カ年前）は毎年１２月ごろに確定することから、許容値を下回る市町村に対し、精検受診勧奨等、事後指導の徹底及び精検受診状況を把握し、精検受診率の向上に向けて一層の取組みを行うよう、毎年度部会の承認を得て通知文書を発出する。
（２）平成２５年度第２回部会（平成２６年２月６日開催）において、平成２３年度精検受診率及びに各がん検診の精検受診率が許容値を下回る市町村を報告し、平成２６年３月２６日付け健第３６９０号にてがん検診・診療部会長及び健康医療部長連名で該当する市町村へ文書を発出した。
２．２６年度の文書の発出について（案）
精検受診率が許容値を下回る市町村に対し、別紙（案）により通知文書を発出する。
　
　　　※参考　許容値を下回る市町村数

　　　　・胃がん　　（許容値70％以上）　　１市　
　　　　・大腸がん　（許容値70％以上）　１４市村
　　　　・子宮頸がん（許容値70％以上）　　３市
　　　　・乳がん　　（許容値80％以上）　　３市町
・肺がん　　（許容値70％以上）　　１市
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